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連結業績予想値と実績値との差異、繰延税金資産の取崩し 

および特別利益の計上に関するお知らせ 

 
平成27年８月10日に公表いたしました平成27年12月期（平成27年１月１日～平成27年12月31日）

の連結業績予想値と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成27年12月期連結業績予想値と実績値との差異（平成27年１月１日～平成27年12月31日） 

  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

36,000 

百万円 

1,100 

百万円 

1,100 

百万円 

700 

円 銭 

33.76 

実 績 値（Ｂ） 35,558 790 917 402 19.40 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △441 △309 △182 △297 － 

増 減 率（％） △1.2 △28.2 △16.6 △42.5 － 

（ご参考）前期実績 

（平成26年12月期） 
34,066 1,140 1,501 1,327 64.02 

 

２．差異の理由 

売上高は概ね前回予想値どおりで推移いたしましたが、競争激化にともなう価格の下落による利益率

の悪化、期末において発生した在庫評価減により営業利益ならびに経常利益が前回予想値を下回りまし

た。なお、子会社の移転等にともなう補助金収入等により特別利益 1,219百万円を計上しましたが、子

会社の移転等にともなう固定資産除去損 421百万円および子会社移転費用 224百万円、当社詫間事業所

および当社連結子会社TOYO TANSO USA ,INC.の一部製造設備に対する 290百万円の減損損失等による特

別損失976百万円の計上、ならびに繰延税金資産の取崩しにより法人税等調整額に 186百万円を計上し

たことから、当期純利益が前回予想値を下回りました。 

 

３．繰延税金資産の取崩しについて 

  繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結果、平成 27年12月期において、繰延税金資産

を取崩し、法人税等調整額に 186百万円を計上いたしました。 

 

４．特別利益の計上について 

平成27年12月期において、子会社の移転等にともなう補助金収入 1,131百万円等の特別利益を計上

いたしました。 

以上 


